
令和 4年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類：基礎医学 III
授業科目名：個体の構成，人体解剖学実習（Anatomy and Neuroanatomy）
対 象 学 年： 2年次必修
時間割コード： 71563010
開設学期等：第 6週～第 15週
単 位 数： 2+6

1. 主任教員

板 東 良 雄 (教授、形態解析学・器官構造学講座、6053、オフィスアワー：随時（要アポイントメント）)

2. 担当教員

板 東 良 雄 (教授、形態解析学・器官構造学講座、6053、オフィスアワー：随時（要アポイントメント）)
八月朔日泰和 (教授、細胞生物学講座、6056、オフィスアワー：随時（要アポイントメント）)
鈴 木 良 地 (准教授、形態解析学・器官構造学講座、6054、オフィスアワー：随時（要アポイントメント）)
周 　 　 明 (助教、形態解析学・器官構造学講座、3204、オフィスアワー：随時（要アポイントメント）)
明 石 英 雄 (助教、形態解析学・器官構造学講座、6055)
木 山 博 資 (非常勤講師、名古屋大学大学院医学系研究科　機能組織学　教授)
鵜 川 眞 也 (非常勤講師、名古屋市立大学院医学研究科　機能組織学分野　教授)

3. 授業のねらい及び概要（学修目標）

【ねらい】

　臨床現場で必要となる各疾患の病態を修得して診療を実践していくために，人体を構成する臓器や組織がどのように形

成・構築されているかを理解し，並行して展開される組織学や生理学をはじめとする基礎医学で学ぶ内容ならびに臨床医

学で学ぶ画像読影や疾患の病態生理の理解を意識した「水平・垂直統合型」講義・実習を実践することによって，人体の構

造と機能を統合的に理解する。人体の構造の 3次元的な理解は臨床医学における外科的治療だけでなく，単純 X線・CT・
MRI・エコーの画像読影にも必要となる。そのため，人体解剖学実習 (神経解剖実習を含む）では人体の構造を実際に観察
し，臨床医学で必要とされる 3次元的な構造の理解を深める。また，個体差の存在を知ることも重要である。
　加えて，実際に献体していただいたご遺体に直接触れることにより，将来医師となるために必要な知識・経験・思索を

積極的にご献体から受け取ることが大切である。それが尊い故人の遺志やご遺族の期待に沿うことでもある。さらに，関

連するプロフェッショナリズム，倫理，医療行動科学，医療安全，医療法（制度），EBMについて学ぶ。

【概要】

1)献体された故人と遺族に対する尊崇の念を持ち，適切な態度で実習に望むことができる。
2)白菊会と献体について説明できる。
3)死体解剖保存法など，解剖実習に関連する法律を概説でき，遵守できる。
4)火葬や慰霊式に参加し，個人やご遺族に感謝と敬意を示すことができる。
5)医師の職責を十分に自覚することができる。
6)自分の役割を理解し，班員と友好な関係性を築き，協力して実習を進めることが出来る。
7)班員との対話や口頭試問において，相手の話をよく聞き，問題点を把握することが出来る。
8)班員との対話や口頭試問において，話す相手に内容を分かりやすく説明することができる。
9)主要な器官を適切に剖出でき，正常構造と個体差を判別できる。
10)主要な器官と他の器官の位置関係を説明できる。
11)主要な骨格筋を示し，その作用と支配神経を説明できる。
12)主要な動脈と静脈を示し，灌流域を示すことが出きる。
13)主要な血管・リンパと神経の走行とその特徴が説明できる。
14)主要な器官の名称を日本語と英語で言え，その形態と働きを概説できる。
15)単純 X線，CT，MRI，エコーの正常像を読影するために必要な基礎知識を学修する。
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16)頭蓋骨と構成と特徴を概説できる。
17)脳および脊髄の動脈と静脈の走行を概説できる。
18)脳および脊髄の主要な構造と働きを概説できる。
19）本領域が関連するプロフェッショナリズム，医の倫理，医療安全，医療法（制度），EBMについて説明・実践できる。

4. 教科書・参考書

(教科書)
グレイ解剖学 (エルゼビア・ジャパン)
臨床神経解剖学（エルゼビア/医歯薬出版）

解剖実習の手びき (南山堂)
(図譜）
実習で用いる。以下のいずれか 1冊あればよい。
ネッター解剖学アトラス（南江堂）

プロメテウス解剖学コアアトラス（医学書院）

グレイ解剖学アトラス（エルゼビア）

解剖学カラーアトラス（医学書院）

(参考書)
スネル臨床解剖学（メディカルサイエンスインターナショナル）

ムーア臨床解剖学（メディカルサイエンスインターナショナル）

臨床のための解剖学（メディカルサイエンスインターナショナル）

神経解剖学講義ノート（金芳堂）

(用語集：必要に応じて)
解剖学用語集　日本解剖学会用語委員会編（医学書院）

5. 成績評価の方法

統一試験により，成績を評価する。

ただし，故人やご遺族に対する感謝と敬意を表すため，統一試験の受験資格の認定は以下の通りとする。

1)解剖学・神経解剖学の講義および実習をそれぞれ 2/3以上出席する。
2)評価は「総合評価 6割以上かつ各項目それぞれで 4割以上」とする。満たない場合には，尊い故人の遺志やご遺族の期
待に沿うだけの学修を満たしていないものとして，2/3以下の出席と同様に取り扱い，「所定の実習を終えていない」とす
ることもあり得るので注意すること。

(1)人体解剖学実習 (100点)
出席点＋態度評価点 60点（欠席で-6点/回、遅刻・早退で-3点/回）
実習中の態度が悪いと教員が認めた場合も程度に応じて減点。

試験 40点 (基本用語の英語書き取りを含む)
(2)神経解剖実習 (100点)
出席点＋態度評価点 60点（欠席で-6点/回，遅刻・早退で-3点/回）
実習中の態度が悪いと教員が認めた場合も程度に応じて減点。

実習中のスケッチ　 20点 (補習は実習の性質上，行えない）
試験 20点 (基本用語の英語書き取りを含む)
(3)火葬ならびに慰霊式 (各 100点)
故人ならびにご遺族に対して感謝と敬意を直接表すことができる最後の機会であり，極めて重要な行事である。しかしな

がら，ここ数年，火葬や慰霊式を遅刻あるいは欠席する学生がいることから，火葬や慰霊式の遅刻・欠席の取り扱いにつ

いて次のように定める。欠席は 0点とする。したがって，欠席した場合には上記の成績評価における「各項目で 4割以上」
という「4割ルール」を満たすことができなくなるため，「所定の実習を終えていない」と評価する。遅刻の場合には式典
開始前で-10点，式典開始後 10分未満でさらに-20点 (つまり-30点)，式典開始後 30分未満で-40点 (つまり-50点),式典
開始後 30分以降で-60点 (つまり-70点)とする。
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ただし，上記について客観的にやむを得ない事情による欠席や遅刻については配慮する。

6. 授業時間外の学習内容・その他・メッセージ

1)講義は基本的に実習に先行して行うが，シラバスの内容はあくまでも計画であり，実際の進行とは異なるので注意する
こと。

2)毎回，実習の最後に知識の取得状況の確認のため口頭試問による形成評価を行う (各班毎)。口頭試問の成績はあくまで
も形成評価とし，統一試験受験資格判定には影響しないが，口頭試問に合格できない班は合格できるまで帰宅できないた

め，部活やアルバイト等の予定を入れる場合には時間に余裕をもって入れること (班毎に状況が異なるため、終了時間を
あらかじめ予想することは難しい)。
3)ご遺体 (ご遺族)に対して不敬と思われる言動を行った場合には程度に応じて統一試験受験資格判定の試験の点数から減
点するので注意すること。

4)実習室内への電子機器の持ち込みは学習目的に限り許可する (スマホは厳禁)。ただし，故障しても大学は責任を負わな
いので自己責任の上で持ち込むこと。

5)動画や写真撮影はいかなる理由であれ厳禁とする。また，個人の勉強目的であったとしても実習内容や感想等を SNS等
へアップすることも厳禁とする。もし行ったことが判明した場合には学内の委員会に報告し，処分の対象となることもあ

り得るので注意すること。

6)到達目標と関連する課題をあらかじめ提示するので，各自プリントアウトして予習を必ず行っておくことを勧める。実
習の流れが理解できている班ほど実習の効率は良いが，予習が十分ではない班は効率が悪く，時間内に終了することが困

難である。

7)天災等，やむを得ない事情により実習スケジュールの変更等が生じた場合には日程調整の上，速やかに連絡する。
8)実習の性質上，補講はできない。体調管理には十分気を付けること。
9)火葬 (7月下旬)と慰霊式 (8月下旬)への参列は必須である。火葬は実習終了後から順次行われるが，夏休みに入ってか
ら行われる班もあるため，夏休みの予定には十分気を付けること。

10)実習室内の換気には配慮しているが，体調不良や薬剤・ラテックスなどによるアレルギー症状が生じた場合には速や
かに教員に申し出ること。
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

1
5月 16日

(月) 5-10時限 講義

テーマ：解剖学講義 1-3　解剖学総論・実習の注意
1)白菊会と献体について説明できる。
2) 白菊会現会員の話を聞き，医学生に託された想い
と期待を理解する。
3) 死体解剖保存法など，解剖実習に関連する法律を
概説できる。
4)人体構造の概要を説明できる。
5)側腹鼠径部の構造を説明できる。
6)頭部顔面の構造を説明できる。
7) 献体された故人に崇拝の念を持ち，適切な態度で
実習に臨むことを理解する。
8)実習における様々な注意点を理解する。
9) ラテックスアレルギーや化学物質過敏症について
理解する。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

2
5月 17日

(火) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 4　腹壁・鼠径部・顔面
1)腹壁の基本構造や特徴を説明できる。
2)鼠径部の基本構造や特徴を説明できる。
3)顔面の主な基本構造や特徴を説明できる。

＊ 基本構造とは筋・支配神経・血管・リンパを主に
指す。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

3 5月 17日
(火) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 5　頸部
1)頸部の構造や特徴を説明できる。 板東良雄 基礎棟第 2

講義室

4
5月 17日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：解剖実施上の注意，1.頸胸部皮切り，2.広頸
筋・乳腺，3.皮静脈・皮神経
前頸部・側頸部の皮剥ぎおよび筋・血管・神経を剖出
し，観察する。
1)解剖実習上の注意点を銘記することができる。
2) 故人に崇拝の念をもち，適切な態度で実習に臨む
ことができる。
3)コミュニケーションを通じて，班員と友好な関係性
を築くことができる。
4)協力して実習を進めることができる。
5) 相手の話をよく聞き，相手を尊重することができ
る。
6) 問題点を抽出することができ，最適な解決法を見
出すことができる。
7)分かりやすく説明することが出来る。
8)皮膚の組織構造を図示して説明できる。
9)頸部の皮下の主な構造を説明できる。
10)乳房の構造を説明できる。

1)-7)は毎回の実習に共通した項目であるため，以降
は記載を省略する。

テーマの内容冒頭の数字は実習の手引きの章番号を表
す。実習における観察すべき項目等については別途配
布するレジュメに記載する。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

5
5月 18日

(水) 1-2時限 講義
テーマ：解剖学講義 6　頸部・胸背部
1)頸部の構造や特徴を説明できる。
2)胸背部の構造や特徴を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

6
5月 18日

(水) 3-4時限 講義
テーマ：解剖学講義 7　上肢 (1)
上肢の基本構造を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

7
5月 18日

(水) 5-10時限 実習

テーマ：5.浅頸部，4.大胸筋，30.鼠径部・側腹部
胸部の皮剥ぎと浅頸部の筋を剖出し，観察する。鼠径
部と側腹部の皮剥ぎと筋を剖出し，観察する。
1)浅頸部の筋・支配神経・血管を説明できる。
2)大胸筋の基本構造について説明できる。
3)鼠径部の基本構造について説明できる。
4)側腹部の基本構造について説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

8 5月 20日
(金) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 8　上肢 (2)
上肢の基本構造を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

9 5月 20日
(金) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 9　下肢 (1)
下肢の基本構造を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

10 5月 20日
(金) 5-10時限 実習

テーマ：8.深頸部、9.胸部・腋窩、10.鎖骨下動脈の
枝
深頸部、胸部・腋窩に存在する筋や神経・血管を剖出
し，観察する。鎖骨下動静脈を剖出し，観察する。
1)深頸部の基本構造を説明できる。
2)胸部の基本構造を説明できる。
3)腋窩の基本構造を説明できる。
4)鎖骨下動静脈とその枝について説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

11
5月 23日

(月) 5-10時限 実習

テーマ：6.,7.背中の浅筋，53.殿部大腿と下腿後面
背部皮剥ぎを行い，背部に存在する筋や神経・血管を
剖出し，観察する。殿部大腿と下腿後面を剖出し，観
察する。
1)背部浅筋の基本構造を説明できる。
2)臀部と大腿の基本構造を説明できる。
3)下腿後面の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

12
5月 24日

(火) 1-2時限 講義
テーマ：解剖学講義 10　下肢 (2)
下肢の基本構造を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

13 5月 24日
(火) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 11　手と足
1)手の骨格とその基本構造を説明できる。
2)足の骨格とその基本構造を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

14
5月 24日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：14.肩甲骨背面の筋，15.背部筋の切り離し，
54.大殿筋，56.殿部深層
背部・殿部の皮剥ぎと筋・血管・神経を剖出し，観察
する。
1)肩甲骨背面の基本構造を説明できる。
2)大殿筋の基本構造を説明できる。
3)殿部深層の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

15
5月 25日

(水) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 12　関節
1)関節の基本構造 (骨・軟骨・靭帯)を図示し，説明
できる。
2)骨の成長と骨形成・骨吸収の機序を説明できる。
3) 主要な骨において，成長に伴う形状変化を説明で
きる。
4)脱臼や骨折について概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

16
5月 25日

(水) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 13　心臓・大血管系 (1)
心臓・大血管系の正常構造を理解する。また，心臓・
大血管系の器質的あるいは機能的異常が循環器疾患に
関連していることを理解する。
1)心臓の構造と分布する血管・神経，冠動脈の特長と
その分布域を説明できる。
2)心筋細胞の微細構造と機能を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

17
5月 25日

(水) 5-10時限 実習

テーマ：26.固有背筋，14.上腕伸側，57.大腿後面深
層，58.膝窩・下腿後面
上腕伸側と肩甲骨背面を剖出し，観察を行う。大腿と
下腿の屈筋と神経・血管を剖出し，その走行の観察を
行う。
1)固有背筋について説明できる。
2)姿勢と体幹の運動にかかわる筋群を概説できる。
3)抗重力筋を説明できる。
4)上腕伸側の基本構造を説明できる。
5)大腿屈側の基本構造を説明できる。
6)膝窩・下腿屈側の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

18 5月 27日
(金) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 14　心臓・大血管系 (2)
心臓・大血管系の正常構造を理解する。また，心臓・
大血管系の器質的あるいは機能的異常が循環器疾患に
関連していることを理解する。
1)心臓の興奮 (刺激)伝導系を説明できる。
2)体循環および肺循環を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

19 5月 27日
(金) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 15　末梢血管系・リンパ (1)
末梢血管系・リンパ系の構造を理解する。
1)大動脈と主な分枝 (頭頸部・上肢・胸部・腹部・下
肢)を図示し，分布域を概説できる。
2)主な静脈を図示し，門脈系と上・下大静脈系を説明
できる。
3)毛細血管における物質・水分交換を説明できる。
4) リンパの循環異常がどのような病態に関与するか
を挙げられる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

20 5月 27日
(金) 5-10時限 実習

テーマ：27.後頭下，58.膝窩・下腿後面，61下腿深層
後頭下筋群を剖出し，観察を行う。下腿深層を剖出し，
観察を行う。
1)後頭下の基本構造を説明できる。
2)後頭下筋群について説明できる。
3)下腿後面および深層の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

21
5月 30日

(月) 5-10時限 実習

テーマ：11.腕神経叢，12.上腕屈側，53.下肢前面皮
切り，54.大腿筋膜
腕神経叢および上腕屈側を剖出し，観察を行う。大腿
前面を剖出し，観察を行う。
1)腕神経叢の基本構造を図示し，説明できる。
2) 頸神経叢および腕神経叢の主な骨格筋支配とデル
マトームを説明できる。
3)上腕屈側の基本構造を説明できる。
4)大腿筋膜について概説できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第１実習室
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

22
5月 31日

(火) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 16　末梢血管系・リンパ (2)
末梢血管系・リンパ系の構造を理解する。
1)胸管を経由するリンパの流れを概説できる。
2)主な臓器 (脳・心臓・肺・腎臓)の循環調節を概説
できる。
3)血圧調節の機序を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

23 5月 31日
(火) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 17　呼吸器 (1)
呼吸器の基本構造を理解する。また，呼吸器の器質的
あるいは機能的異常が呼吸器疾患に関連していること
を理解する。
1)気道の構造,肺葉・肺区域と肺門の構造を説明でき
る。
2)肺循環と体循環の違いを説明できる。
3)縦隔と胸膜腔の構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

基礎棟第 2
講義室

24
5月 31日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：13.肩甲骨前面，15.上肢離断，16.前腕屈側，
55.大腿前面深層，59.,61.下腿前面・足背
肩甲骨前面，前腕屈側を剖出し，観察を行う。大腿前
面深層，下腿前面・足背の筋・神経・血管を剖出し，
観察を行う。
1)肩甲骨前面の基本構造を説明できる。
2)前腕屈側の基本構造を説明できる。
3)大腿前面深層の基本構造を説明できる。
4)下腿前面および足背の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

25
6月 1日

(水) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 18　呼吸器 (2)
呼吸器の基本構造を理解する。また，呼吸器の器質的
あるいは機能的異常が呼吸器疾患に関連していること
を理解する。
1)呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。
2)死腔を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

基礎棟第 2
講義室

26
6月 1日

(水) 3-10時限 実習

テーマ：17.前腕伸側・手背，60.足底，59., 61.下腿
前面・足背
前腕伸側・手背を剖出し，観察する。足底，下腿前面・
足背の筋・神経・血管を剖出し，観察を行う。
1)前腕伸側および手背の基本構造を説明できる。
2)下腿前面および足背の基本構造を説明できる。
3)足底の基本構造を説明できる。

板東良雄 第１実習室

27
6月 3日

(金) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 19　呼吸器 (3)
呼吸器の基本構造を理解する。また，呼吸器の器質的
あるいは機能的異常が呼吸器疾患に関連していること
を理解する。
1)肺胞におけるガス交換と血流の関係を説明できる。
2)呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

7



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

28 6月 3日
(金) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 20　消化器 (1)　上部消化管
上部消化管の基本構造を理解する。また，消化管の器
質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連している
ことを理解する。
1) 各消化器官の位置，形態と関係する血管を図示で
きる。
2)腹膜と臓器の関係を説明できる。
3) 食道・胃の基本構造と部位による違いを説明でき
る。
4)消化管運動の仕組みを説明できる。
5)消化器官に対する自律神経の作用を説明できる。
6)胃液の作用と分泌機序を説明できる。
7)主な消化管ホルモンの作用を説明できる。
8)歯，舌，唾液腺の構造と機能を説明できる。
9)咀しゃくと嚥下の機構を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

29 6月 3日
(金) 5-10時限 実習

テーマ：18.,19.,20.手掌，28.脊髄
手掌の筋・神経・血管を剖出し，観察を行う。
脊髄を取り出し，観察を行う。
1)手掌の基本構造を説明できる。
2)脊柱の基本構造を説明できる。
3)脊柱起立筋を説明できる。
4)脊髄の構造を説明できる。
5) 頸神経叢，腕神経叢，腰神経叢および仙骨神経叢
の構成及び主な骨格筋支配とデルマトームを説明で
きる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第１実習室

30 6月 6日
(月) 5-10時限 実習

テーマ：22.肩関節，23.肘関節，24.手関節，25.指関
節，62.膝関節，63.足関節
各関節を剖出し，観察を行う。
1)主な関節の構造を図示し，説明できる。
2)脱臼・靭帯損傷の基本的概念を説明できる。
3)関節炎・腱鞘炎の基本的概念を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第１実習室

31 6月 7日
(火) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 21　消化器 (2)　下部消化管
下部消化管の基本構造を理解する。また，消化管の器
質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連している
ことを理解する。
1) 各消化器官の位置，形態と関係する血管を図示で
きる。
2)腹膜と臓器の関係を説明できる。
3)小腸・大腸の基本構造と部位による違いを説明でき
る。
4)消化管運動の仕組みを説明できる。
5)消化器官に対する自律神経の作用を説明できる。
6)小腸における消化・吸収の仕組みを説明できる。
7) 大腸における糞便形成と排便の仕組みを説明でき
る。
8)主な消化管ホルモンの作用を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

32 6月 7日
(火) 3-10時限 実習

テーマ：73.顔面浅層，29.胸壁，30.鼠径部・側腹筋
部
顔面浅層・胸壁を剖出し，観察を行う。鼠径部・側腹
筋部の筋・神経・血管を剖出し，観察を行う。
1)顔面浅層の基本構造を説明できる。
2)胸壁の基本構造を説明できる。
3)骨髄の構造を説明できる。
4)鼠径部・側腹筋部の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

8



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

33 6月 8日
(水) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 22　消化器 (3)　下部消化管
下部消化管の基本構造を理解する。また，消化管の器
質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連している
ことを理解する。
1) 各消化器官の位置，形態と関係する血管を図示で
きる。
2)腹膜と臓器の関係を説明できる。
3)小腸・大腸の基本構造と部位による違いを説明でき
る。
4)消化管運動の仕組みを説明できる。
5)消化器官に対する自律神経の作用を説明できる。
6)小腸における消化・吸収の仕組みを説明できる。
7) 大腸における糞便形成と排便の仕組みを説明でき
る。
8)主な消化管ホルモンの作用を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

34 6月 8日
(水) 3-10時限 実習

テーマ：38.頸部内臓，35.胸腔，31.腹直筋鞘，32.横
筋筋膜と腹膜，33.臍
頸部内臓と胸腔を剖出し，観察を行う。腹直筋鞘，横
筋筋膜と腹膜，臍を剖出し，観察を行う。
1)頸部内臓の基本構造を説明できる。
2)胸腔および胸膜の基本構造を説明できる。
3) 腹直筋鞘，横筋筋膜と腹膜の基本構造を説明でき
る。
4)臍の基本構造を説明できる。
5) 胎生期と出生後に構造変化と機能変化を伴うもの
を列挙し，説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

35
6月 10日

(金) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 23　肝・胆・膵
肝臓・胆嚢・膵臓の基本構造を理解する。また，消化
管の器質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連し
ていることを理解する。
1) 各消化器官の位置，形態と関係する血管を図示で
きる。
2)腹膜と臓器の関係を説明できる。
3)肝の構造と機能を説明できる。
4)胆汁の作用と胆嚢収縮の調節機序を説明できる。
5)膵外分泌系の構造と膵液の作用を説明できる。
6)主な消化管ホルモンの作用を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

36
6月 10日

(金) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 24　腹膜・泌尿器
腹膜の発生と基本構造を説明できる。腎臓・泌尿器の
基本構造を理解する。また，泌尿器の器質的あるいは
機能的異常が泌尿器疾患に関連していることを理解す
る。
1)腎・尿路系の位置・形態と血管分布・神経支配を説
明できる。
2) 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と機能を
概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

37 6月 10日
(金) 5-10時限 実習

テーマ：34.腹膜，36.胸膜・心膜，38.頸部内臓の胸
部，43.腹腔，44.腹膜
腹腔，胸膜，心膜，頸部内臓の胸部，腹膜を剖出し，
観察を行う。
1)腹腔について概説できる。
2)胸膜，心膜，腹膜の基本構造を説明できる。
3)胸腺の構造と機能を説明できる。
4)頸部内臓の胸部の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

38 6月 13日
(月) 5-10時限 実習

テーマ：72.頸部血管と神経・頭部離断，37.肺
頸部血管と神経を剖出し，観察を行う。肺を剖出し，
観察を行う。肺区域を理解する。
1)頸部血管と神経の走行を説明できる。
2)気道の構造，肺葉・肺区域と肺門の構造を説明でき
る。
3)縦隔と胸膜腔の構造を説明できる。
4)呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

39 6月 14日
(火) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 25　泌尿器
腎臓・泌尿器の基本構造を理解する。また，泌尿器の
器質的あるいは機能的異常が泌尿器疾患に関連してい
ることを理解する。
1)腎・尿路系の位置・形態と血管分布・神経支配を説
明できる。
2) 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と機能を
概説できる。
3)腎糸球体における濾過の機序を説明できる。
4)尿細管各部における再吸収・分泌機構と尿の濃縮機
序を説明できる。
5)水電解質、酸・塩基平衡の調節機構を概説できる。
6) 腎で産生される又は腎に作用するホルモン・血管
作動性物質 (エリスロポエチン，ビタミン D，レニン，
アンギオテンシン II，アルドステロン)の作用を説明
できる。
7)蓄排尿の機序を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

40 6月 14日
(火) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 26　男性生殖器
男性生殖器の基本構造を理解する。
1)生殖腺の発生と性分化の過程を説明できる。
2)男性生殖器の発育の過程を説明できる。
3)男性生殖器の形態と機能を説明できる。
4)精巣の組織構造と精子形成の過程を説明できる。
5)男性ホルモンとその作用について説明できる。
6)陰茎の組織構造と勃起・射精の機序を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

41
6月 14日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：(77.脳出し)，78.頭蓋内，92.脳の概観，93.
脳クモ膜と軟膜，94.脳の血管，95.脳の神経根，39.
縦隔
頭蓋内の構造を観察し,内頭蓋底を出入りする構造を
理解する。縦隔を剖出し,観察を行う。
1)頭蓋内の基本構造を概説できる。
2)脳神経の走行を説明できる。
3)縦隔について概説できる。
脳・脊髄の主に外観から見られる構造を観察する。
1)脊髄の構造，機能局在と伝導路を説明できる。
2)中枢神経系と末梢神経系の構成を概説できる。
3)脳の血管支配を説明できる。
4)髄膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明
できる。

ご遺体は既に抜脳されているため, 77.脳出しは行わ
ないが,どのように脳出しを行うのかだけでもイメー
ジしておく。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室
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講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

42
6月 15日

(水) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 27　女性生殖器・発生学
女性生殖器の構造を理解する。
産科領域に関連する発生学の必要最低限の基礎知識を
習得する。
1)女性生殖器の発育の過程を説明できる。
2)女性生殖器の形態と機能を説明できる。
3)性周期発現と排卵の機序を説明できる。
4)妊娠・分娩・産褥での母体の解剖学的と生理学的変
化を説明できる。
5)胎児・胎盤系の発達過程での機能・形態的変化を説
明できる。
6)正常妊娠の経過を説明できる。
7)乳房の構造と機能を説明できる。
8)成長発達に伴う乳房の変化を説明できる。
9)女性ホルモンとその作用について説明できる。
10)乳汁分泌に関するホルモンの作用を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

43 6月 15日
(水) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 28　骨盤・会陰
骨盤・会陰の構造を理解する。
1)骨盤および会陰の構成と性差を説明できる。
2)骨盤隔膜と骨盤隔膜を貫くものを挙げられる。
3)尿生殖隔膜と尿生殖隔膜を貫くものを挙げられる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

44
6月 15日

(水) 5-10時限 実習

テーマ：72.頭部離断，40.心臓の外景，41.心臓の内
景
頭部離断を行う。心臓を摘出し，外景および内景を剖
出・観察を行う。
1)心臓の構造と分布する血管・神経、冠動脈の特長と
その分布域を説明できる。
2)心臓の興奮 (刺激)伝導系を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

45
6月 17日

(金) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 29眼窩・眼球 (1)
眼窩・眼球の構造を理解する。
1)眼球と付属器の構造と機能を説明できる。
2)視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。
3)眼球運動のしくみを説明できる。
4)対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

46
6月 17日

(金) 3-4時限 講義

テーマ：解剖学講義 30　眼窩・眼球 (2)
眼窩・眼球の構造を理解する。
1)眼球と付属器の構造と機能を説明できる。
2)視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。
3)眼球運動のしくみを説明できる。
4)対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

47
6月 17日

(金) 5-10時限 実習

テーマ：74.咽頭，42.縦隔深部
咽頭を剖出し，観察を行う。縦隔深部を剖出し，観察
を行う。
1)咽頭の基本構造を説明できる。
2)縦隔深部の基本構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

11



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

48 6月 20日
(月) 5-10時限 実習

テーマ：75.甲状腺・気管，45.腹部内臓の血管・神経
(一部）
甲状腺・気管を剖出し，観察を行う。腹部内臓の血管
と神経を剖出し，観察を行う。
1)甲状腺・気管の基本構造を説明できる。
2)甲状腺と副甲状腺 (上皮小体)から分泌されるホル
モンの作用と分泌調節機構を説明できる。
3)腹部内臓の血管と神経の走行を説明できる。
4)大動脈と主な分枝 (頭頸部、上肢、胸部、腹部、下
肢)を図示し、分布域を概説できる。
5)主な静脈を図示し、門脈系と上・下大静脈系を説明
できる。
6)胸管を経由するリンパの流れを概説できる。

板東良雄 第 1実習室

49 6月 21日
(火) 1-2時限 講義

テーマ：解剖学講義 31　外耳・中耳・内耳
外耳・中耳・内耳の構造を理解する。
1) 外耳・中耳・内耳の基本構造を図示し，説明でき
る。
2) 聴覚・平衡覚の受容のしくみと伝導路を説明でき
る。
3) 平衡感覚機構を眼球運動，姿勢制御と関連させて
説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

50
6月 21日

(火) 3-4時限 テーマ：予備
講義・実習の進捗状況により，調整する。

板東良雄 第 1実習室

51
6月 21日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：76.喉頭，45.腹部内臓の血管・神経
喉頭を剖出し，観察を行う。腹部内臓の血管・神経を
剖出し，観察を行う。
1)喉頭の基本構造と神経支配を説明できる。
2) 各消化器官の位置，形態と関係する血管を図示で
きる。
3)腹膜と臓器の関係を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

52
6月 22日

(水) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 1　神経組織学概論
神経解剖の理解に必要な神経組織に関する基礎知識を
習得する。
1)中枢神経系と末梢神経系の構成を概説できる。
2)伝導路を概説できる。
3)脳の血管支配と血液脳関門を説明できる。
4)脳のエネルギー代謝の特徴を説明できる。
5)主な脳内神経伝達物質 (アセチルコリン、ドパミン、
ノルアドレナリン)とその作用を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

12



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

53
6月 22日

(水) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 2　神経生理学・神経薬理学
概論
神経解剖の理解に必要な神経生理・神経薬理に関する
基礎知識を習得する。
1)神経組織の微細構造を説明できる。
2)活動電位の発生機構と伝導を説明できる。
3)シナプス (神経筋接合部を含む)の形態とシナプス
伝達の機能 (興奮性，抑制性)と可塑性を説明できる。
4)中枢神経と末梢神経の再生の違いを説明できる。
5)軸索輸送、軸索の変性と再生を説明できる。
6)細胞傷害・変性と細胞死の細胞と組織の形態的変化
の特徴を説明できる。
7)ネクローシスとアポトーシスの違いを説明できる。
8)刺激に対する感覚受容の種類と機序を説明できる。
9)反射の基本概念を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

54
6月 22日

(水) 5-10時限 実習

テーマ：79.頭部半切，80.鼻腔，46.腸管，47.胃
頭部半切を行う。鼻腔を剖出し，観察を行う。腸管・
胃を剖出し，観察を行う。
1)口腔，鼻腔，咽頭の基本構造を説明できる。
2)嗅覚の受容のしくみを説明できる。
3)歯、舌、唾液腺の構造と機能を説明できる。
4)リンパ節,扁桃の基本構造を説明できる。
5)咀しゃくと嚥下の機構を説明できる。
6)胃・小腸・大腸の基本構造と部位による違いを説明
できる。
7)消化管運動の仕組みを説明できる。
8)消化器官に対する自律神経の作用を説明できる。
9)胃液の作用と分泌機序を説明できる。
10) Peyer板の構造と機能を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

55
6月 24日

(金) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 3　神経発生学概論
神経解剖の理解に必要な神経発生に関する基礎知識を
習得する。
1)神経管の分化と脳，脊髄，視覚器，平衡聴覚器と自
律神経の形成過程を概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

56
6月 24日

(金) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 4　中枢神経概論
中枢神経の構造を理解する。
1)中枢神経系の構成を概説できる。
2)脳の血管支配と血液脳関門を説明できる。
3)髄膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明
できる。
4)脊髄の構造，機能局在と伝導路を説明できる。
5)脊髄神経と神経叢 (頸神経叢、腕神経叢、腰神経叢、
仙骨神経叢)の構成及び主な骨格筋支配と皮膚分布 (デ
ルマトーム)を概説できる。
6)脳幹の構造と伝導路を説明できる。
7)脳神経の名称，走行・分布を概説できる。
8)大脳の構造を説明できる。
9)小脳の構造と機能を概説できる。
10)大脳基底核 (線条体、淡蒼球、黒質)の構造を説明
できる。
11)交感神経系と副交感神経系の中枢内局在を概説で
きる。
12)視床下部の構造を概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

13



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

57
6月 24日

(金) 5-10時限 実習

テーマ：81.咀嚼筋，82.側頭部，48.肝臓
咀嚼筋を剖出し，観察を行う。側頭部を剖出し，観察
を行う。肝臓を剖出し，観察を行う。
1)咀しゃくと嚥下の機構を説明できる。
2)側頭部を構成する筋とその機能を説明できる。
3)肝の構造と機能を説明できる。
4)肝区域を説明できる。
5)胆汁の作用と胆嚢収縮の調節機序を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

58
6月 27日

(月) 5-6時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 5　髄膜・脳血管
髄膜・脳血管の構造を理解する。
1)脳の血管支配と血液脳関門を説明できる。
2)髄膜・脳室系の構造と脳脊髄液の産生と循環を説明
できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

59
6月 27日

(月) 7-10時限 講義
テーマ：神経解剖学　特別講義（予定）
外部講師による特別講義を行う。

木山博資 基礎棟第 2
講義室

60
6月 28日

(火) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 6　大脳皮質
大脳皮質の構造を理解する。
1)大脳の構造を説明できる。
2)大脳皮質の機能局在 (運動野・感覚野・言語野)を
説明できる。
3)記憶・学習の機序を辺縁系の構成と関連させて概説
できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

61
6月 28日

(火) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 7　嗅脳・辺縁系
嗅脳・辺縁系の構造を理解する。
1)嗅脳の基本構造と機能を説明できる。
2)辺縁系の基本構造と機能を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

62
6月 28日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：83.舌口蓋，84.副鼻腔，49.十二指腸・膵臓・
脾臓
舌口蓋・副鼻腔を剖出し，観察を行う。十二指腸・膵
臓・脾臓を剖出し，観察を行う。
1)舌口蓋・副鼻腔の基本構造を説明できる。
2)味覚の受容のしくみを説明できる。
3) 各消化器官の位置、形態と関係する血管を図示で
きる。
4)腹膜と臓器の関係を説明できる。
5)膵外分泌系の構造と膵液の作用を説明できる。
6)膵島から分泌されるホルモンの作用を説明できる。
7)脾臓の構造と機能を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

63
6月 29日

(水) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 8　大脳核と終脳
大脳核と終脳の構造を理解する。
1)大脳核の基本構造と機能を説明できる。
2)終脳の基本構造と機能を説明できる。
3) 随意運動の発現機構を錐体路を中心として概説で
きる。
4)大脳基底核 (線条体，淡蒼球，黒質)の線維結合と
機能を概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

14



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

64
6月 29日

(水) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 9　網様体・脳幹
網様体と脳幹の構造を理解する。
1)網様体の基本構造と機能を概説できる。
2)脳幹の構造と伝導路を説明できる。
3)脳神経の名称，核の局在，走行・分布と機能を概説
できる。
4)脳幹の機能を概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

65
6月 29日

(水) 5-10時限 実習

テーマ：85.目，86.眼窩，50.腎・副腎，51.血管・神
経
目・眼窩を剖出し，観察を行う。腎・副腎を剖出し,観
察を行う。胸腹部の血管・神経の走行や特徴を復習す
る。
1)眼球と付属器の構造と機能を説明できる。
2)眼球運動のしくみを説明できる。
3)腎・尿路系の位置・形態と血管分布・神経支配を説
明できる。
4) 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と機能を
概説できる。
5)腎糸球体における濾過の機序を説明できる。
6)尿細管各部における再吸収・分泌機構と尿の濃縮機
序を説明できる。
7)水電解質，酸・塩基平衡の調節機構を概説できる。
8) 腎で産生される又は腎に作用するホルモン・血管
作動性物質 (エリスロポエチン，ビタミン D，レニン，
アンギオテンシン II，アルドステロン)の作用を説明
できる。
9)蓄排尿の機序を説明できる。
10)副腎の構造と分泌されるホルモンの作用と分泌調
節機構を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

66
7月 1日

(金) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 10　伝導路 (1)
主要な下行性神経伝導路を理解する。
1) 随意運動の発現機構を錐体路を中心として概説で
きる。　
2)脳神経の名称，核の局在，走行・分布と機能を概説
できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

67
7月 1日

(金) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 11　伝導路 (2)
主要な上行性神経伝導路を理解する。
1)痛覚，温度覚，触覚と深部感覚の受容機序と伝導路
を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

68
7月 1日

(金) 5-10時限 実習

テーマ：86.眼窩，52.横隔膜・腰神経叢
眼窩を剖出し，観察を行う。横隔膜・腰神経叢を剖出
し，観察を行う。
1)眼球と付属器の構造と機能を説明できる。
2)視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。
3)眼球運動のしくみを説明できる。
4) 対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を説明でき
る。
5)呼吸筋と呼吸運動の機序を説明できる。
6) 脊髄神経と腰神経叢の構成及び主な骨格筋支配と
皮膚分布 (デルマトーム)を概説できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

15



講義内容・具体的到達目標・学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・具体的到達目標・学修目標 担当教員 場所

69
7月 4日

(月) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 12　伝導路 (3)
主要な神経伝導路を理解する。
1)脳幹の構造と伝導路を説明できる。
2)脳神経の名称，核の局在，走行・分布と機能を概説
できる。
3)視覚，聴覚，平衡覚，嗅覚，味覚の受容機序と伝導
路を概説できる。
4) 平衡感覚機構を眼球運動，姿勢制御と関連させて
説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

70 7月 4日
(月) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 13　視床・視床下部
視床・視床下部の構造を理解する。
1)視床の構造と機能を説明できる。
2) 視床下部の構造と機能を内分泌及び自律機能と関
連付けて概説できる。
3)視床下部ホルモン・下垂体ホルモンの名称，作用と
相互関係を説明できる。
4)ストレス反応と本能・情動行動の発現機序を概説で
きる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

71 7月 4日
(月) 5-10時限 実習

テーマ：87.眼球，64.膀胱，65.外陰部
眼球を剖出し，観察を行う。膀胱・外陰部を剖出し，
観察を行う。
1)眼球と付属器の構造と機能を説明できる。
2)視覚情報の受容のしくみと伝導路を説明できる。
3)眼球運動のしくみを説明できる。
4) 対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を説明でき
る。
5)男性生殖器の形態と機能を説明できる。
6)陰茎の組織構造と勃起・射精の機序を説明できる。
7)女性生殖器の形態と機能を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

72
7月 5日

(火) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 14　小脳
小脳の構造を理解する。
1)小脳の構造と機能を概説できる。
2)小脳が関与する伝導路を説明できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

73 7月 5日
(火) 3-4時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 15　脳神経 1
脳神経の構造を理解する。
1)脳神経の局在、走行、機能と障害部位による症状の
差異について概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

74
7月 5日

(火) 5-10時限 実習

テーマ：88.舌下神経管，65.外陰部，66.会陰部
舌下神経管を剖出し，観察を行う。外陰部・会陰部を
剖出し，観察を行う。
1)舌下神経管と舌下神経の走行を説明できる。
2)外陰部・会陰部の基本構造と機能を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

75
7月 6日

(水) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 16　脳神経 2
脳神経の構造を理解する。
1)脳神経の局在、走行、機能と障害部位による症状の
差異について概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室
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76
7月 6日

(水) 3-10時限 実習

テーマ：89.外耳と中耳，67.骨盤切半，68.骨盤内臓
外耳と中耳を剖出し，観察を行う。骨盤切半を行い，
骨盤内臓を剖出し，観察を行う。
1)外耳・中耳・内耳の構造を図示できる。
2) 聴覚・平衡覚の受容のしくみと伝導路を説明でき
る。
3)腰神経叢，仙骨神経叢の構成を概説できる。
4)骨盤の構成と性差を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

77
7月 8日

(金) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 17　脳神経 (3)
脳神経の構造を理解する。
1)脳神経の局在、走行、機能と障害部位による症状の
差異について概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

78 7月 8日
(金) 3-10時限 実習

テーマ：90.内耳，91.翼突管，69.骨盤神経・血管，70.
骨盤内臓
内耳・翼突管を剖出し，観察を行う。骨盤内臓・神経・
血管を剖出し，観察を行う。
1)内耳の構造と機能を説明できる。
2)骨盤内臓の基本構造と機能を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

79 7月 11日
(月) 1-2時限 講義

テーマ：神経解剖学講義 18　自律神経系
自律神経の構造を理解する。
1)交感神経系と副交感神経系の中枢内局在,末梢分布,
機能と伝達物質を概説できる。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

80 7月 11日
(月) 3-10時限 実習

テーマ：101.大脳の切半と第 3脳室，102.大脳皮質，
103.嗅脳とその付近，96.脳幹の外面，97.小脳
ご遺体は観察しない場合でも実習のある日は必ず毎日
フェノール液を充分にかけておくこと。

大脳の切半を行い, 第 3脳室を剖出し，観察を行う。
嗅脳およびその付近を剖出し，観察を行う。小脳を剖
出し，観察を行う。脳幹の観察を行う。
1)大脳の構造を説明できる。
2)大脳皮質の機能局在 (運動野・感覚野・言語野)を
説明できる。
3)辺縁系と脳幹の構造を説明できる。
4)大脳基底核 (線条体、淡蒼球、黒質)の線維結合と
機能を概説できる。
5)小脳の構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

81 7月 12日
(火) 1-2時限 テーマ：予備

講義・実習の進捗により，調整する。
板東良雄

82 7月 12日
(火) 3-10時限 実習

テーマ：104.大脳の連合線維とレンズ核，105.側脳室
と尾状核，106.間脳，98.第 4脳室，99.延髄
大脳の連合線維・レンズ核・側脳室・尾状核・間脳を
剖出し，観察を行う。第 4脳室と延髄の剖出し，観察
を行う。
1)大脳の連合線維の構造を説明できる。
2)レンズ核・側脳室・尾状核・間脳の構造とそれらの
機能を説明できる。
3)脳脊髄液の産生と循環を説明できる。
4)延髄の構造と機能を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

基礎棟第 2
講義室
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83 7月 13日
(水) 1-4時限 実習

テーマ：107.大脳と間脳の断面，100.脳幹と小脳の横
断面
断面を作成し，どの断面でどのような構造が見られる
のかを観察する。大脳および小脳断面のスケッチを行
い，提出する。
1)大脳と間脳の断面における構造を説明できる。
2)小脳と脳幹の断面における構造を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

84 7月 13日
(水) 5-8時限 実習

テーマ：71.骨盤壁・股関節
骨盤壁・股関節を剖出し，観察する。神経解剖実習に
引き続いて行う。
1)骨盤壁の基本構造を説明できる。
2)股関節の基本構造を説明できる。

15時頃を目安に実習を終了する。

板東良雄
鈴木良地
周　　明
明石英雄

第 1実習室

85
7月 13日

(水) 9-10時限 講義
テーマ：納棺・実習室清掃と火葬についての諸注意
納棺・実習室清掃，火葬についての諸注意を概説する。 　 基礎棟第 2

講義室

86
7月 14日

(木) 1-10時限 実習

テーマ：神経組織学講義・実習
細胞生物学講座（八月朔日教授）が担当する。
水平統合型カリキュラム
1)ニューロンやグリア細胞について概説できる。
2) 種々の脳神経核とそれらの組織学的特徴を概説で
きる。
3) 神経組織学に必要な染色法、免疫組織化学法につ
いて概説できる。
4)光学顕微鏡を用いた神経組織の観察ができる。

八月朔日
泰和

87 7月 15日
(金) 1-4時限 テーマ：予備

講義・実習の進捗状況により，調整する。
　 第 1実習室

88 7月 15日
(金) 5-6時限 試験

テーマ：試験
解剖実習（神経解剖を含む）に対する試験を行う。
試験範囲等は後日，改めて通知する。

原則として，再・追試験は行わない。

板東良雄 基礎棟第 2
講義室

89 7月 15日
(金) 7-10時限 講義

テーマ：神経組織学　特別講義（予定）
外部講師による特別講義を行う。
水平統合型カリキュラム

鵜川眞也 基礎棟第 2
講義室

90 7月 19日
(火) 1-10時限 その他

テーマ：納棺・実習室清掃
各班毎に決められたスケジュールに従い，納棺および
実習室の清掃を行う。

　 第 1実習室

91 7月 20日
(水) 1-10時限 その他

テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。日程はあくまでも予定のため，確定した段階で
改めて通知する。欠席および遅刻は原則認めないので
留意すること。

　

92 7月 21日
(木) 1-10時限 その他

テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。

　

93 7月 22日
(金) 1-10時限 その他

テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。
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94 7月 25日
(月) 1-10時限 その他

テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。

　

95
7月 26日

(火) 1-10時限 その他
テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。

　

96 7月 27日
(水) 1-10時限 その他

テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。

　

97 7月 28日
(木) 1-10時限 その他

テーマ：火葬
各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列
する。

　

98 8月 25日
(木) 5-8時限

テーマ：慰霊式
決められたスケジュールに従い，慰霊式に参列する。
日程はあくまでも目安であり，確定しているものでは
ない。
開催の有無や日程が決まり次第，改めて通知する。
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